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ロン ドン便 り
羽 生 正 気
昨年10月よ り1ケ 年,文 部省 在外研究員 と して,英 国 を主 に欧 米の デザ
イ ンを現地 で研究 す る機 会 に恵 まれ ま した。本誌 が発刊 される頃 にはす で
に帰国 してい る予定 です が,今 は まだ8月 末 日,所 はロ ーマ です。
空 は気 が遠 くな る程 に青 く,灼 熱の陽光 に白亜 の大理 石 がまぶ しいば か
りに輝 やいて います。対照的 に影は あ くまで も黒 く深 く,キ リコの形而 上
派 ヴ ィジ ョン,そ して古代 の地 中海文 明へ の連 な りを感 じます。 そ して,
木陰 では もはや初秋 の気配 が明 らかです。
最初 ア メ リカ をまわ り,英 国 に滞在,7月 半 ばか らヨーロ ッパ を北 か ら
南へ向 ってい るわけです が,同 時 に近代 か ら古代へ 歴史 を遡 行 して い るこ
とにな り,時 空間 の織 りなす多様 なパ ター ンをま ざまざと感 じざる を得 ま
せ ん。 アメ リカは別 と して同 じギ リシ ャ ・ロー マの伝統 とキ リス ト教信 仰
に結 ばれた ヨーロ ッパ の うちで も,人 々の生活様態 や街 の造形 には それぞ
れの個性 がみ られ ます。 ドー ヴァー を渡 っ てベ ルギ ー ・フ ランスに入 った
とたん に強 くそれ を感 じま したが,ア ルプス を越ヘ ロ ンバ ル ジア を経 て ロ
ーマに近 づ くにつ れ,主 た る研 究地 であ った英 国は,さ なが ら異教 の文 明
圏 とさえ思 えて くる程 です 。
英 国は年中曇 りが ちで,夏 で さ えうす ら寒 い 日が少 な くな く,雨 や霧 に
包 まれ ることが多い よ うです。宿舎 の旧モ リス宅 か ら眺 めて い るとす ぐそ
ばのテムズ河 の風 景は しば しば茫洋 と して,ホ イスラーの絵 が リア ルな視
覚 に基 づ いた こと を確 信 させ ます。
こ うした文化 圏の差異 は,民 族性,言 語,歴 史 な どの諸要因 によって相
互依存的 に形成 されるので し ょうが,明 らか にそれ らの中 でも風土 の差異
の重 要性 に気 づ きます 。近 代 デザ イン史 の途 上,ヴ ェルデや ロー スは,地
域 の差異 を捨 象 した歴史 的展開 としての近 代が,セ ンスやモ ラルに圧 倒 的
な意義 をもつ ことを強 調 しま した。近代 デザ イ ンの反省期 にあ る現代 か ら
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は,そ の歴史的必 然性 を充 分 に認識 しなが らも,偏 った意見 であった と感
じざるを得 ませ ん。
と りわけ風土 の差異 は,人 々の行動 や表現 に大 きい影響 を与 えてい るよ
うに思 われます。 ヴ ォリ ンガー を俟 たず とも,南 欧の 日照 が人 々 を して外
な る自然 に親和感 を育 み,開 放 的 な生 活 態 度 や 芸術 を生 むの に対 し,北
欧 の寒 気は直情的 な感性 の発露 を抑制 して何 らかの反省的知性 の統括 を俟
つよ うに思 われ ます。英 国の場 合 さらに特殊 で,そ うした在 り方 が純 化 さ
れた抽 象的 な造形 に向 わず に,個 々の経験 は実践的理性 による反 省の下 に
常 に中性 的 に保留 され るか にみ えます。
英 国人 が事態へ の関心 を表現 す るのに 「普通 のよ うでない(unusual)」
とい う語 をよ く使 うの は これ と無縁 では な さそ うです。 そ して,プ ア ァエ
ロ前派 をも含 めた主題主義,色 彩や形態 表現 におけ る非決定性 ,「紳士 的良
識」,「不屈 の忍耐 心」,「質素 な生活態度」,「実際的 な価値観」の重視 な どが こ
れに連 な って感 じられ ます。
反面,英 国 におけ る 日常 の運営 は,ト ー タル的 にみて きわめて能率 的で
明快 だ とい えま しょ う。局部的 には 日本 に おけ る効率化 に くらべ鈍 く見 え
る点 もあ ります が,例 えば旅 行 など します と,サ イ ン網 や情報 が完備 され
余裕 をもった対応 を規準 と して全体 が設定 され てお り,日 本 国内 におけ る
よ り,よ りよ く意 図が達成 され豊 か な旅 が楽 しめ ます。 イ タリア ではなか
なかこ うはゆ かない よ うです。 人 々の人 間 くさい対応 やの びやか な感性 に
共感 しつ つ も,度 重 な る不首尾 につ い感情 を爆 発 させ我 を忘 れて 日本語 で
ま くしたてた ら,そ れで結構通 じた といった こともあ りま した。
デザ イ ンに おいて も,こ のこ とは概 してい えそ うです 。英国 の デザ イ ン
には,フ ランスや イ タ リアにおけ るよ うな問題 解決の明快 さや表現 におけ
るの びやか さが欠 けて いる場合 が 多いよ うに思 われ ます。一 見 して 「いい」
と感 じるよ りも,英 国の デザ イ ンは使 ってみて生活の諸 関連 や体験 の 中で
徐 々にその 「よさ」 が わかって くるよ うです。
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